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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
  平成１９年２月期（平成１８年３月１日～平成１９年２月２８日）の連結及び単体業績予想
について、平成１８年４月７日付け平成１８年２月期決算発表時の業績予想を下表の通り修正

いたします。 
 

記 
 
１．当期(平成１８年３月１日～平成１９年２月２８日) 業績予想数値の修正 
 
【連結予想数値の修正】 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益又は
当期純損失（△） 

前回発表予想（Ａ） １３５，１００ ５，３００ ２，２００ 
今回修正予想（Ｂ） １３６，２００ ３，９００ １，８００ 
増減高（Ｂ－Ａ） １，１００ △１，４００ △４００ 
増減率（％） ０．８ △２６．４ △１８．２ 
前年同期【平成 1８年２月期】実績（Ｃ） １２２，３８６ ２，１８１ △３８７ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） １３，８１３ １，７１８ ２，１８７ 
対前年同期増減率（％） １１．３ ７８．８ ― 
 
【単体予想数値の修正】 

（単位：百万円） 
 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（Ａ） ７６，２００ ４，５００ ２，３００ 
今回修正予想（Ｂ） ７３，８００ ２，９００ １，８００ 
増減高（Ｂ－Ａ） △２，４００ △１，６００ △５００ 
増減率（％） △３．１ △３５．６ △２１．７ 
前年同期【平成 1８年２月期】実績（Ｃ） ６５，７７３ １，８８９ ７２１ 
対前年同期増減額（Ｂ－Ｃ） ８，０２６ １，０１０ １，０７８ 
対前年同期増減率（％） １２．２ ５３．５ １４９．５ 
 



２．修正の理由 
（１） 売上高は、前年に対し主力の「野家」が好調に推移するとともに、下期から連結

の対象となった「はなまる」が加わったため、大幅に上回る見込みです。当初予想

に対しましては、「野家」が米国産牛肉の再開の遅れによる影響をうけましたが、

「はなまる」が加わったため上回る見込みです。 
（２） 経常利益は、「野家」の売上高が当初予想を下回り、牛丼再開に向けた宣伝費など

が増加したため、当初予想を下回る見込みです。 
（３） 当期純利益は、黒字化し前年を大幅に上回る見込みですが、上記（１）（２）の理由

により当初予想を下回る見込みです。 
 

 
 

以上 


